
　冬休み前に実施した学校評価の結果をまとめましたのでお知らせします。実現度は「よくできている」「できている」と回答されている割合を合計した数値で表しました。
今回の数値を赤色で記し，１年前の学校評価の数値を青色で記し，それらの割合を比較してみました。

昨年度と今年度の実現度の比較結果から 

 前回の結果とはあまり大きな差異は見られませんでしたが，重要度の高かった項目の中で，「授業に必要な

準備ができている」，「授業の内容はよくわかる」の２つで，ここ１年間に向上が見られたことは大変よい傾向と

考えられます。他にも「先生に気軽に相談できている」という児童も66%から77%に高くなったことは教職員との

関係をあらわす点でも嬉しく思いました。 
 学校では，今回の学校評価の結果を踏まえ，さらに実現度を高め，子どもたちに期待されている生活が送
れるようにさまざまな取組を充実させ，子どもたちのよりよい成長をめざしていきたいと思います。お忙しい
中，学校評価アンケートにご協力いただき，本当にありがとうございました。 

重要度の集計結果から 実現度の集計結果から 

 今回グラフには表示しませんでしたが，
全項目について高い関心があることがわ
かりました。その中でも今回，特に重要度
の特に高かったのは「授業に必要な準備
ができている」，「授業の内容はよくわか
る」（授業は集中して受けている」で四者
平均が約１００%でした。 
 

 どのアンケート項目も前回の２８年度前期の結果とはあ
まり大きな差異は見られませんでしたが，全体として少し
ずつ実現度が高まっていました。しかし，変わらず5割を下
回っている項目の「授業以外で１日当たり２０分程度，本
を読んでいる」については，今後も国語の時間だけでな
く，読書タイムや図書館指導等を含めた学校教育活動全体
を通して，子どもたちがより本に親しめるよう指導を続け
ていきたいと考えています。 
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授業に必要な準備ができている。 

 このアンケート項目では，教職員が16%，児童が５%も前年度より高まりました。授業
に必要な準備がきちんとできてい.るということは，学習に取り組む姿勢が確実に育っ
ているということを表しています。特に，子どもたちの指導に関わる教職員の評価が児
童の自己評価に近づいていることは，子どもたちが学習により意欲的に取り組もうとし
ている態度ができていると結果からうかがわれます。 
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授業の内容はよくわかる。 
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自分から進んであいさつしている。 

 このアンケート項目では，児童・保護者・地域・教職員が共に前年度よりも実現度が
高まりました。学校目標でも「わかる喜び，できる喜び，笑顔あふれる久我の杜」と掲
げ，「わかった」「できた」という実感を授業の中で得られるよう教材研究を重ねてきまし
た。今後も子どもたちがよりわかる授業の構築を目指し，学力向上に向けて久我の杜
校の教職員全体でより一層取り組みたいと思います。 
 

 このアンケート項目でも，児童・保護者・地域・教職員が共に前年度よりも実現度が高ま
りました。神中ブロックあいさつ運動やPTAあいさつ運動等，地域・保護者ぐるみで取り組
んでいただいた成果が表れています。挨拶は，人間関係形成の基礎となり，朝の気持ちの
良い挨拶がその日の気分を左右するとも言えます。学校でも子どもたちが進んであいさつ
するよう指導をしていきますので，これからもよろしくお願いいたします。 
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学校のきまりや約束事を守っている。 

 このアンケート項目でも児童・保護者・地域・教職員が共に前年度よりも実
現度が高まりました。特に，地域や教職員では10%以上も上昇し，児童も７%上
がっていました。子どもたちがきまりや約束事を守っていると思えることから，
規範意識の高まりが感じられます。子どもたちの自己評価が100%になるように
いろいろな場面で指導をしていきたいと思います。 
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 このアンケート項目でも，児童・保護者・地域・教職員が共に前年度よりも実現度が
高まりました。地域の方からの回答では前年度より大きく向上し，教職員も10%，児童と
保護者も９%上昇しました。言葉づかいが正しいということは，規範意識の高まりだけで
なく，言語能力の向上も関係しています。豊かで温かい人間関係を育むために全校挙
げて取り組んでいるソーシャルスキルトレーニングをより一層進め，さらに充実していき
たいと思います。 

正しい言葉づかいに気を付けている。 
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家族の一員としての役割を果
たすようにしている。 

 このアンケート項目でも児童・保護者・地域・教職員が共に前年度よりも実現度が高ま

りました。低学年の生活科では，学校や家庭ではいろいろな仕事をたくさんの人がしてい

るおかげで，みんなが楽しく生活を送れていることを学習します。そして，学校で係活動を

したり，おうちで家族の一員として自分のできることをしたりするよう学んでいます。全国学

力・学習状況調査の結果からもお手伝いをよくしている子どもの点数は全くしていない子

どもに比べて４～７点高いという結果が文科省から出されています。促す声かけととも 


